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アラビアプレート北進・衝突による 
東アナトリア断層 
北アナトリア断層 
の形成・発達
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Weiss et al., GRL, 2020

GNSS-InSAR観測から得られたトルコの最近の地殻変動

過去約5年間のデータに基づく



Weiss et al., GRL, 2020

1年間あたり
の剪断歪みM7.8

過去約5年間のデータに基づく

注意：ごく最近の剪断歪みレートであって， 
総ひずみ蓄積量を意味しない

GNSS-InSAR観測から得られたトルコの最近の地殻変動



参考 
・中央構造線活断層帯（最大 9 mm/yr） 
・糸魚川ー静岡構造線断層帯（最大 9 mm/yr） 
・六甲-淡路断層帯（最大 2 mm/yr）

東アナトリア断層帯（EAFZ）の複雑な断層分布と2023震源断層
NAF: 約25



東アナトリア断層帯（EAFZ）の事前の長期評価と2023震源断層

最近数十年間の地震活動が 
相対的に低いためハザードも低かった

NAF: 約25



(後ろ向き評価） 
Retrospective 
forecast

M7.8本震によって 
誘発された可能性
が高いM7.5地震

https://temblor.net/earthquake-insights/stress-calculation-
clues-aftershocks-turkey-earthquakes-2023-14952/

解析の詳細は下記サイトを参照

M7.5



巨大な2つの地震が続発：震源域・余震域は広大（影響エリア内に1300万人）

熊本地震・兵庫県南部地震（M7.0)の 
約5倍

熊本地震・兵庫県南部地震（M7.0)の 
約15倍 最近数十年間の地震活動が 

相対的に低いためハザードも低かった
Google Map



地震 発生日(UTC) Mw Depth (km) 断層長（km） 最大地表 
変位量（m） 断層タイプ

死者・行方不
明者 備考

崑崙地震，中国 2001/11/14 7.8 10 410 8 主として横ずれ 0 崑崙断層帯

デナリ断層地震， 
アラスカ，米国 2002/11/03 7.9 4 341 9 横ずれ 0 デナリ断層帯

四川地震，中国 2008/05/12 7.9 19 285 10-12 主として逆断層 約105,000 龍門山断層帯

カイコウラ地震， 
ニュージーランド 2016/11/13 7.8 15 150 12 主として横ずれ 2 20以上の活断

層による

ガジアンテプ地震， 
トルコ 2023/02/06 7.8 18 > 200 ? ? 横ずれ >20,000 東アナトリア断

層帯

2000年以降の長大活断層帯による内陸巨大地震（Mw≥7.8)



日本の長大活断層帯 
との比較

影響を受ける周辺活断層も多くなる 
（中央構造線→六甲淡路断層帯）

破壊域が長くなればなるほど 
震度7，震度6強のエリアが広がる



まとめ

❖ 今回の地震は東アナトリア断層帯（EAF）南西部で発生．「プレート境界」という
よりも「長大活断層帯」で発生という視点が重要 

❖ 震源域周辺は，北・東アナトリア断層帯でも地震活動・ひずみレートが相対的に低
く，ハザードも低いと評価されていた 

❖ 本震約9時間後のM7.5地震は既知の活断層（EAFの分岐）で発生．本震により誘
発された可能性が高い．被災域を拡げた原因の1つ 

❖ 内陸地震としては最大級．全世界的に平均5年に1度の地震．余震域は東北6県と同
じくらい広大 

❖ 日本の長大活断層帯，活断層密集域での連動型地震の研究・評価があらためて重要
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